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◆beyond2020プログラムの趣旨及び経緯
Ø 2020年は、文化プログラムを通じて日本の魅力を発信する絶好の機会。

Ø 2020年以降を見据え、日本の強みである地域性豊かで多様性に富んだ文化を活かし、成熟社会
にふさわしい次世代に誇れるレガシーの創出に資する文化プログラムを「beyond2020プログラム」
として認証し、ロゴマークを付与することで、オールジャパンで統一感を持って日本全国へ展開す
る。

Ø 本年１月、ロゴマークを発表し、認証を開始。

◆認証事業のイメージ

ロゴマークのデザインは、「いいね」や
「グッド」などの 賛同のジェスチャーを
モチーフ。
加えて、beyondの「b」や、日本を象徴
する「わ」とも読み取れる。
日本の文化を共に継承し拡げていき
たい、との願いを込めて、 2020年を
新たなる発展へのステップとしてシン
ボライズしたロゴマーク。

◆認証要件

●日本文化の魅力を発信する事業・活動
※日本文化とは、伝統的な芸術からクールジャパンとして世界中が注目
するコンテンツ、和食などの食文化、祭りや伝統的工芸品など、多様
なものを含む。
●多様性・国際性に配慮した、以下のいずれかを含んだ事業・活動
・障害者にとってのバリアを取り除く取組
・外国人にとっての言語の壁を取り除く取組

Ø 日本文化の魅力を発信するとともに、共生社会、国際化に繋がる
レガシーを創出。

Ø 公的機関のほか、民間事業者、任意団体等幅広い参画が可能。

Ø 日本全国津々浦々で実施される地域の祭り等も含め、多様な分野
の事業を認証。

◆ロゴマーク

beyond2020プログラムについて

1



認証状況（９月30日現在）

認証件数 １，２５６件

開催地域別
認証件数

・北海道 ３２件 ・近畿 ２４６件
・東北 ６０件 ・中国 １２８件
・東京 １８３件 ・四国 ６０件
・関東（東京除く） ２１０件 ・九州 ６９件
・中部 ２４１件 ・海外 １０件

・その他（ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ等） １７件

団体分類別
認証件数

・国の機関 ３７件 ・株式会社等 ６３件
・地方公共団体 ３６４件 ・その他（実行委員会等） ４８１件
・公益法人等 ３１１件

実施分野別
認証件数

・伝統芸能・まつり １８９件 ・演劇 ４９件
・現代アート・メディア芸術 ４５件 ・美術 １２１件
・食文化 ４４件 ・工芸 ３９件
・障害者芸術 ３４件 ・映画・写真 １５件
・音楽 ２９４件 ・その他 ４２６件

主なイベント ＜地域の祭り＞ よさこい祭り（よさこい祭振興会）、神田祭（神田明神）
＜大規模イベント＞ヨコハマトリエンナーレ（横浜トリエンナーレ組織委員会）、

埼玉まるごとアニ玉祭～アニメ・マンガまつりin埼玉～（埼玉県）
＜食文化PRキャンペーン＞國酒PR推進事業（日本酒造組合中央会）
＜ウェブでの実施事業＞日学・黒板アート甲子園®（日学株式会社）
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beyond2020プログラムの認証事業例 ①

事業名：よさこい祭り
期 間： 2017年８月９日～１２日
場 所：高知市

HPより引用

○振り付けや音楽が自由であることから、各地の文化や風
土と融合して、現在では日本全国の200ケ所以上、海外で
も19以上の国や地域で踊られる「よさこい」の起源となる
祭り。

○ 子どもや高齢者の方、障がいがある方、外国人の方など、
様々な方々が踊りに参加することができ、華麗で楽しく
エネルギッシュな演舞が多くの観客に感動を与え、地域
の活性化に大きく寄与。

○ 海外でよさこいが踊られているチーム関係者を招へいし、
「よさこいアンバサダー」として認定したり、よさこいチーム
を海外に派遣するなどの取組も行い、祭りの魅力を外国
にも発信。



beyond2020プログラムの認証事業例 ②

事業名：ヨコハマトリエンナーレ2017
期 間： 2017年8月～11月
場 所：横浜美術館、横浜赤レンガ倉庫ほか

HPより引用

○ 3 年に1 度開催する日本を代表する現代アートの国際展。

○ タイトルの［島］［星座］［ガラパゴス］は、接続や孤立、
想像力や創造力、独自性や多様性などを表すキーワード。

○ ヨコハマトリエンナーレ2017「島と星座とガラパゴス」で
は、「接続」と「孤立」をテーマに、相反する価値観が複雑
に絡み合う世界の状況につい考える。

○ アーティストを厳選し、その多くが複数作品を展示する
ことで、小さな個展群が緩やかにつながり、星座あるいは
多島海を形作るように展覧会を構成。

○ 幅広い分野の専門家が参加する公開対話シリーズ
「ヨコハマラウンド」を通して討論を重ねる。 4



文化プログラムの推進に向けた取組一覧

文化を通じた機運醸成策に関する
関係府省庁等連絡・連携会議

大会組織委員会

プログラム
beyond2020 東京2020公認 東京2020応援

プログラム 文化オリンピアード 文化オリンピアード

ロゴマーク

説明
2020年以降を見据えレガシー創
出に資する文化プログラム

「オリンピック憲章」に基づいて行われる公式文化プログラム

ポイント
営利・非営利団体を問わず幅広い
団体の事業・活動の申請が可能

東京大会の主なステークホルダー
（スポンサー、会場関連自治体な
ど）を中心に展開

東京大会のステークホルダー以外
の自治体や非営利団体を中心に
全国で広く展開

オリンピック・パラリン
ピックの文言使用

※1 ○ ○

イ
ベ
ン
ト
・事
業
実
施
主
体

スポンサー企業 ○ ○

国 ○ ○
開催都市
（東京都） ○ ○
会場所在
地方自治体 ○ ○
上記以外
地方自治体 ○ ○
非営利団体
（ＮＰＯ、ＮＧＯ等） ○ ○
ノンスポンサー
企業 ○

※１：beyond2020プログラムの認証により、オリンピック・パラリンピックの文言使用が許諾されるものではありません。5



認証組織の拡大について

参考 認証組織になれる者（認証要領を作成し、認証事務を行うことができる者）

（１）2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会に向けた文化を通じた機運醸成策に関する関係府省庁等連
絡・連携会議の構成員及びオブザーバーが属する組織

（２）都道府県及び政令指定市

（３）商工会議所

【認証組織】（平成29年10月１日時点 計31組織）
【国等】 （５組織）

内閣官房オリパラ事務局、文化庁、外務省、（独）国際交流基金、内閣府知的財産戦略

推進事務局

【都道府県】 （21自治体）

北海道、岩手県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、山梨県、愛知県、三重県、島根県、岡山県、
山口県、 徳島県、香川県、高知県、福岡県、佐賀県、熊本県、大分県、宮崎県、 沖縄県

【政令指定都市】 （４自治体）

仙台市、新潟市、川崎市、熊本市

【その他】 （１組織）

京都文化力プロジェクト実行委員会 （京都府、京都市、京都商工会議所）

身近な行政機関等が認証組織になることで、申請件数の増加が期待され、地域に根差した特色
ある文化事業の認証を通じて、日本の魅力ある文化の更なる発信、地域活性化にも繋がる

認証組織となる意向がある行政機関等については、今後も随時協議を受付ける
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◆平成29年度実施予定

【応募要件】
■オリパラ大会の機運醸成に向けた、質の高い日本文化の普及・魅力発信の内容であること

■国内外での普及・魅力発信のため、多言語対応、バリアフリー対応、国際標準化・規格化対応のいずれ
かを促進する取組みとその効果検証ができること

■プロジェクトの実施を通じて次世代に残すべき遺産（レガシー）を提示されていること

■2020年東京オリパラ大会に向けて何を実現するのか、2020年東京オリパラ大会開催年に何を実施するの
か、2020年東京オリパラ大会以降何につなげていくかが含まれた実施計画が提示されていること

○ 試行プロジェクトを全国から公募し、有識者等審査会による審査を経て選定。

○ 試行プロジェクトは、１件当たりの上限1,000万円。

○ 試行プロジェクトの効果と課題について、報告会を開催予定。

◆採択実績

大会の機運醸成に向けて特別に実施される要素（多言語対応・バリアフリー対応等）を含
む文化イベントについて、試行プロジェクトを実施することにより、その効果と課題を分析。

オリンピック・パラリンピック基本方針推進調査について

平成28年度 32件
平成29年度 21件
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オリパラ基本方針推進調査 採択事業例

事業名： 大相撲beyond2020 場所
期 間： 2016年10月４日
場 所： 東京都・両国国技館

○ 日本文化の体現者たる「相撲」の国際発進力や障がい
者のアクセス性を強化することを目的とした取組。

○ 枡席を外国人客で埋め尽くし、外国語対応が可能な和装
スタッフによる対応、英語実況解説など配した一日特設イ
ベントを行った。

○ 手話通訳による解説や点字のパンフレットを用意し、視
聴覚障害者向けの対応を行った。

○ 外国人が約90ヶ国より約1000名、さらに障害者約730名
が国技館に来場した。今後のリピートが期待でき、外国人・
障害者の観戦者への観戦機会提供の実現可能性が示さ
れた。
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ホストタウンについて

9

2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会の開催により多くの選手や観客が来訪することを契機に、
全国の自治体と大会参加国・地域とが相互交流を図りながら、地域の活性化等を推進する「ホストタウン」の
取組を支援します。

【担当】
内閣官房東京ｵﾘﾝﾋ゚ ｯｸ競技大会・
東京ﾊ゚ ﾗﾘﾝﾋ゚ ｯｸ競技大会推進本部事務局
安藤、金子、本間
tel:03-3581-0163

■ホストタウン申請・登録の流れ（イメージ）
自治体

相手国を選び、
交流計画を作成

内閣官房オリパラ事務局 登録団体の決定・公表

■主なスケジュール
平成27年12月
平成28年 6月

12月
平成29年 7月

第一次登録団体の公表（登録：44件）
第二次登録団体の公表（登録：47件）
第三次登録団体の公表（登録：47件）
第四次登録団体の公表（登録：41件）
→登録件数の合計179件（自治体数252、相手国・地域74）

平成29年度以降 引き続き登録を実施する（年に複数回を予定）

大会等に参加するため
来日する選手等 相手国の関係者

日本人
オリンピアン・パラリンピアン

【登録の要件】
住民等と次に掲げる者との交流等を行う計画があること
※計画が確実かつ大会後も実施される見込みがある場合に登録

○特別交付税
大会関係者との交流に要する経費などについて、一
般財源の1/2を措置
○地方債（地域活性化事業債）
事前合宿に活用する既存スポーツ施設の改修に要
する経費を対象（充当率90％、交付税措置率
30％）

（支援措置の例）
○日本人オリンピアン・パラリンピアンや、相手国との調整を
行う海外専門家の派遣を希望する自治体と関係機関と
の間を内閣官房が仲立ちし、交流の推進を支援
○特別交付税
大会関係者との交流に要する経費などについて、一般
財源の1/2を措置
○地方債（地域活性化事業債）
事前合宿に活用する既存スポーツ施設の改修に要する
経費を対象（充当率90％、交付税措置率30％）

関係府省庁により、各種支援措置等を通じ、ホ
ストタウンの取組みを支援

申請 確認



全国のホストタウン（２）
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都道府県名 登録団体 相手国・地域

釧路市 ベトナム

網走市 オーストラリア

士別市 台湾

名寄市 台湾

弘前市 台湾・ブラジル

今別町 モンゴル

岩手県 盛岡市
カナダ

仙台市 イタリア

白石市・柴田町 ベラルーシ

蔵王町 パラオ

秋田県・大館

市・仙北市・

美郷町

タイ

秋田市・

秋田県

横手市・

秋田県

鹿角市 ハンガリー

大潟村 デンマーク

山形県 山形市 サモア、台湾、

タイ

米沢市 香港

ドイツ・

モルドバ

ニュージー

ランド

寒河江市・山形

県
韓国

上山市 ポーランド

村山市 ブルガリア

長井市 タンザニア

フィジー

インドネシア

鶴岡市

酒田市

北海道

青森県

宮城県

秋田県

都道府県名 登録団体 相手国・地域

山形県 天童市・ トルクメニ

山形県 スタン

東根市 ドイツ

南陽市 バルバドス

会津若松市 タイ

郡山市 オランダ

いわき市 サモア

猪苗代町 ガーナ

茨城県・鉾田市 ベトナム

龍ケ崎市 キューバ・タイ

笠間市 タイ・エチオピア

潮来市 台湾

常陸大宮市 パラオ

坂東市 リトアニア

桜川市 ブルガリア

境町 アルゼンチン

栃木県 ハンガリー

那須塩原市 オーストリア

前橋市 ハンガリー

高崎市 ポーランド

沼田市 ドイツ

川場村 米国

埼玉県・新座市 ブラジル

さいたま市 オランダ

三郷市 ギリシャ

鶴ヶ島市 ミャンマー

寄居町 ブータン

千葉県 船橋市 米国

松戸市
ドミニカ共和国・

ルーマニア

佐倉市・成田

市・印西市
米国

ニュージー

ランド
市原市

茨城県

群馬県

埼玉県

福島県

栃木県

福島市
スイス

都道府県名 登録団体 相手国・地域

千葉県 流山市 オランダ

山武市 スリランカ

文京区 ドイツ

世田谷区 米国

江戸川区 オランダ

武蔵野市 ルーマニア

青梅市
ドイツ

調布市 サウジアラビア

町田市 南アフリカ

東村山市 中国

エリトリア・

ブータン

横浜市 英国

川崎市 英国

平塚市・神奈

川県
リトアニア

小田原市 モルディブ

厚木市
ニュージーラン

ド

葉山町 英国

新潟県・新潟

市・長岡市・

燕市・五泉

市・弥彦村

モンゴル

新潟市 フランス

長岡市 オーストラリア

セルビア・

モンテネグロ

十日町市 クロアチア

妙高市 スロベニア

上越市 ドイツ

富山県 高岡市 ポーランド

石川県・小松市 ニュージーランド

金沢市 フランス

神奈川県・小

田原市・大磯

町・箱根町

新潟県

柏崎市

東京都

神奈川県

石川県

都道府県名 登録団体 相手国・地域

大野市 東ティモール

鯖江市 中国

富士吉田市・

山梨県

山梨市 ドイツ

北杜市 フランス

笛吹市 タイ

甲州市 フランス

忍野村 フランス

山中湖村 フランス

富士河口湖

町・

鳴沢村

長野県・長野

市・上田市・須

坂市・飯山市・

下諏訪町・山之

内町

中国

伊那市 東ティモール

ベネズエラ・

ネパール

佐久市 エストニア

東御市 モルドバ

安曇野市 オーストリア

松川町 コスタリカ

岐阜県・高山

市・下呂市

英国・フランス・米

国

岐阜市 スロバキア

羽島市 スリランカ

各務原市・

岐阜県

静岡県 静岡市 スペイン・台湾

浜松市 ブラジル

三島市 米国

富士宮市 スペイン

島田市 モンゴル

山梨県
フランス

フランス

長野県

駒ヶ根市

英国

福井県

岐阜県
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全国のホストタウン（３）

都道府県名 登録団体 相手国・地域

静岡県 焼津市 モンゴル

掛川市 台湾

藤枝市 イタリア

御殿場市 台湾・韓国

伊豆の国市 モンゴル

牧之原市 中国

名古屋市
フランス・カナダ・

ウズベキスタン

豊橋市 ドイツ・リトアニア

豊田市 英国

稲沢市 ギリシャ

美浜町 シンガポール

三重県 四日市市 カナダ

滋賀県・

大津市

守山市・

滋賀県

米原市・

滋賀県

舞鶴市 ウズベキスタン

亀岡市 オーストリア

韓国・

オーストラリア

大山崎町 スイス

ニュージー

ランド

大阪市 オーストラリア

泉佐野市
ウガンダ・モンゴ

ル

箕面市 ニュージーランド

兵庫県 兵庫県・

姫路市

神戸市

英国・オーストラ

リア・クロアチア・

カナダ

豊岡市 モンゴル

愛知県

京都府

滋賀県

京丹後市

京丹波町

フランス

大阪府

デンマーク

トルコ

ニュージーランド

都道府県名 登録団体 相手国・地域

兵庫県 加古川市 ブラジル

西脇市 オーストラリア

香美町 フランス

奈良市 オーストラリア

大和郡山市・

奈良県

天理市 フランス

和歌山県・

和歌山市

和歌山県・

那智勝浦町・

串本町

鳥取県 鳥取県 ジャマイカ

松江市 アイルランド

邑南町 フィンランド

岡山市 ブルガリア

倉敷市
ニュージーラン

ド

真庭市 ドイツ

美作市 ベトナム

広島県

北広島町 ドミニカ共和国

シンガポール

和歌山県 オーストラリ

ア・カナダ

トルコ

島根県

岡山県

広島県・広島

市・呉市・竹原

市・三原市・尾

道市・福山市・

府中市・三次

市・庄原市・大

竹市・東広島

市・廿日市市・

安芸高田市・江

田島市・府中

町・海田町・熊

野町・坂町・安

芸太田町・北広

島町・世羅町・

神石高原町

メキシコ

奈良県

都道府県名 登録団体 相手国・地域

山口県・

宇部市・

山口市

萩市 英国

防府市 セルビア

岩国市 米国

長門市 トンガ

徳島県・

那賀町

香川県・

丸亀市・

坂出市

愛媛県・

松山市

高知県・高知市 トンガ

高知県・南国市 シンガポール

高知県・須崎市
オーストラリア・

チェコ

高知県・宿毛市 オランダ

福岡県・

福岡市

北九州市 タイ

飯塚市 南アフリカ

田川市 ドイツ

宗像市 ブルガリア

佐賀県
佐賀県・佐賀

市・嬉野市

オランダ・

ニュージーラン

ド・フィジー

長崎県・長崎

市・佐世保

市・島原市・

諫早市・大村

ベトナム

長崎県・島原市 スペイン

熊本県 熊本県 インドネシア

長崎県

愛媛県
台湾

福岡県 スウェーデン・ノ

ルウェー

山口県

スペイン

徳島県
ドイツ

香川県 ブラジル・デン

マーク・エスト

ニア・フィンラ

ンド・ノル

高知県

都道府県名 登録団体 相手国・地域

大分県
ニュージーラン

ド

大分県・

大分市

別府市
ニュージーラン

ド

大分県・

大分市・

別府市

大分県・

中津市

宮崎県・

宮崎市・

西都市・

日南市

宮崎県・

宮崎市・

延岡市・

小林市

宮崎県・

宮崎市

都城市 モンゴル

沖縄県 沖縄市 ニュージーランド

大分県

ポルトガル・ロシ

ア・イタリア・米

国・ハンガリー・

ルーマニア・ウク

ライナ

フィジー

マレーシア

宮崎県

イタリア

ドイツ

英国
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ホストタウンの活動状況（山形県村山市の例）

○ 山形県村山市は、平成29年6月にブルガリア新体操ナショナルチームの事前キャンプを約2週間にわたって
受入れ。
○ スタッフ・選手26名が日本の気候、食、文化などに慣れ親しみ、最高の状態で東京大会にのぞみたいという
趣旨で今後毎年この時期に村山市を訪問する予定。練習の合間には、日本文化の体験（浴衣着付け、
茶道、華道等）、日本食の体験、旬のさくらんぼ狩りなどを実施。
○ 地元小中学校への訪問、地元中学校新体操部との合同トレーニング、公開演技会（村山市民体育館
で2日間に渡り実施。観客は満員で併せて3,600名が来場）の開催などにより、地元市民との交流も実施。

日本食の体験

茶道体験
さくらんぼ狩り公開演技会の様子

昼食、夕食はバイキング形式で宿泊してい
るホテルで一般客にも提供

華道体験
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